
歳入総額
185億7,078万7千円

歳 入

地方交付税地方交付税
10億4,662万1千円

その他その他
16億7,546万円

寄附金寄附金
5億2,265万円

諸収入諸収入
6億5,730万円

繰入金繰入金
8億1,954万3千円

地方消費税交付金地方消費税交付金
11億1,544万2千円

町債町債
1億7,240万円

県支出金県支出金
10億8,372万7千円 国庫支出金国庫支出金

32億550万7千円

町税町税
82億7,213万7千円

歳出総額
172億1,806万3千円

歳 出

その他その他 7億1,609万9千円
消防費 消防費 6億4,028万7千円

公債費公債費
7億5,588万7千円

衛生費衛生費
15億4,392万9千円

教育費教育費
17億1,591万6千円

土木費土木費
19億5,651万5千円

総務費総務費
27億5,661万1千円

民生費民生費
71億3,281万9千円

町では、年２回（６月と12月）、財政状況を公表しています。
今回は、令和３年度の決算と令和４年度上半期の財政状
況を公表します。

決算の状況／一般会計

個人町民税負担状況 １人あたり　61,693円 １世帯あたり　145,601円

令和３年度決算の状況
令和３年度一般会計決算は、前年度に比べ歳入では31億
6,292万1千円、14.6％の減、歳出では34億6,251万4千
円、16.7％の減となりました。

まちの家計簿
●問い合わせ　財政課　内線239

総務費…
一般事務・財産管
理費など

衛生費…
ごみ処理・保健衛
生費など

民生費…
高齢者福祉・保育
園費など

公債費…
町が借り入れた
資金の返済費

教育費…
学校運営・スポー
ツ振興費など

消防費…
消防・救急活動費
など

土木費…
道路・河川・公園
整備費など

その他…
議会費など

語句説明

地方債（長期借入金）の状況

現在高 139億6,021万9千円

借入先別

目的別

下水道債
64億5,714万円

46.3%

下水道債
64億5,714万円

46.3%

財務省
76億7,516万8千円

55.0%

財務省
76億7,516万8千円

55.0%

地方公共団体金融機構
35億4,289万円2千円

25.4%

地方公共団体金融機構
35億4,289万円2千円

25.4%

市中銀行など
27億4,215万9千円

19.6%

市中銀行など
27億4,215万9千円

19.6%

土木債
13億555万6千円

9.4%

土木債
13億555万6千円

9.4%

教育債
12億8,888万2千円

9.2%

教育債
12億8,888万2千円

9.2%

その他
4億2,408万3千円

3.0%

その他
4億2,408万3千円

3.0%
臨時財政対策債
44億8,455万8千円

32.1%

臨時財政対策債
44億8,455万8千円

32.1%
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まちの家計簿 決算の状況
決算の状況／特別会計

決算の状況／企業会計

健全化判断比率と資金不足比率の公表
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」で定められた健全化
基準を上回ると、財政健全化計画などを策定し、早急に改善に取り組
まなければなりませんが、令和３年度決算については、いずれの指標
も大きく下回っており、健全な財政状況にあるといえます。

水道事業会計 下水道事業会計
東浦町の数値 － －
経営健全化基準 20.0 20.0

資金不足比率（単位：％）

実質赤字比率…福祉、教育、まちづくりなどを
行う地方公共団体の一般会計などの赤字の程
度を指標化し、財政運営の深刻度を示すもの
連結実質赤字比率…全ての会計の赤字や黒字
を合算し、町全体としての赤字の程度を指標化
し、町全体の財政運営の深刻度を示すもの
実質公債費比率…借入金の返済額およびこれ
に準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危
険度を示すもの
将来負担比率…一般会計の借入金や将来支
払っていく可能性がある負担など、現時点での
残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可
能性が高いかどうかを示すもの
資金不足比率…公営企業（会計）の資金不足を
料金収入などと比較して指標化し、経営状況
の深刻度を示すもの

水道事業
水道事業は「地方公営企業」として、独立採算で経
営を行っています。事業に必要な経費のほとんど
が水道料金によってまかなわれています。
●問い合わせ　上下水道課　内線251

歳　入 歳　出
科　目 決算額 科　目 決算額

収益的収入 1,013,581千円 収益的支出 840,069千円
資本的収入 62,196千円 資本的支出 324,021千円

歳　入 歳　出
科　目 決算額 科　目 決算額

収益的収入 1,352,610千円 収益的支出 1,325,365千円
資本的収入 369,800千円 資本的支出 699,908千円

令和３年度水道水１ｍ3あたりの収益とコスト（原価）の比較
給水収益…142円52銭　供給原価…122円27銭

下水道事業
下水道事業は「公営企業会計」として、独立採算で
経営を行っています。事業に必要な経費は、一般
会計からの繰入金、下水道使用料などによってま
かなわれています。
●問い合わせ　上下水道課　内線254

用語説明

用語説明

収益的収入…事業の経営によって得られる下水道使用料など
収益的支出…事業の経営に必要な人件費や施設の維持管理費など
資本的収入…施設の整備などのための財源
資本的支出…施設の整備、拡充などの建設や借入金の返済などに要する経費

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

東浦町の数値 － － △0.4 －
早期健全化基準 13.18 18.18 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0

健全化判断比率（単位：％）

実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率の「－」は、収支が黒字となり赤字がないこ
とを表しています。

各会計の「－」は、
資金不足額が生じ
ていないことを表
しています。

歳　入 歳　出
国民健康保険事業 44億2,313万円 43億7,823万6千円

土地取得 121万6千円 121万6千円
後期高齢者医療 7億3,183万円 7億3,112万2千円
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まちの家計簿 財政の状況
（令和４年９月30日現在）

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険事業 48億1,264万1千円 18億8,373万4千円 39.1% 16億5,078万3千円 34.3%
土地取得 114万7千円 64万8千円 56.5% 5千円 0.4%
後期高齢者医療 8億234万9千円 2億6,771万1千円 33.4% 1億6,947万4千円 21.1%

財政の状況／特別会計

歳　入　収入済86億9,820万円　収入率45.6％ 歳　出　支出済68億8,699万9千円　執行率36.1％
科　目 予算現額 収入済額 収入率 科　目 予算現額 支出済額 執行率
町　税 84億1,039万４千円 52億8,616万８千円 62.9% 総務費 25億7,421万9千円 6億7,338万5千円 26.2%
国庫支出金 30億7,150万６千円 ４億8,109万７千円 15.7% 民生費 73億4,093万9千円 28億5,548万5千円 38.9%
県支出金 13億2,543万６千円 １億5,869万円 12.0% 教育費 20億75万8千円 7億2,474万円 36.2%

地方消費税交付金 10億9,000万円 ６億2,063万３千円 56.9% 土木費 30億746万9千円 10億2,867万5千円 34.2%
地方交付税 11億4,517万８千円 ７億4,688万８千円 65.2% 衛生費 17億7,911万3千円 6億2,010万円 34.9%
使用料および手数料 ２億7,151万９千円 １億2,992万９千円 47.9% 公債費 7億9,821万8千円 3億9,815万4千円 49.9%
繰越金 ７億8,272万３千円 ７億8,272万４千円 100.0% 消防費 6億5,518万5千円 3億1,034万3千円 47.4%
その他 29億8,130万８千円 ４億9,207万1千円 16.5% その他 9億2,216万3千円 2億7,611万7千円 29.9%

財政の状況／一般会計 予算額（繰越含む）　190億7,806万4千円

令和４年度
上半期（４～９月）財政の状況

水道事業
歳　入 歳　出

科　目 予算現額 収入済額 収入率 科　目 予算現額 支出済額 執行率
収益的収入 1,040,814千円 344,739千円 33.1% 収益的支出 871,553千円 260,569千円 29.9％
資本的収入 88,903千円 10,445千円 11.7% 資本的支出 733,277千円 262,089千円 35.7％

■企業債(長期借入金)の状況　645,714万円 ※支出済額は、現金の支出を伴うものを記載

下水道事業
歳　入 歳　出

科　目 予算現額 収入済額 収入率 科　目 予算現額 支出済額 執行率
収益的収入 1,321,772千円 399,564千円 30.2％ 収益的支出 1,325,787千円 162,510千円 12.3％
資本的収入 377,793千円 121,361千円 32.1％ 資本的支出 697,248千円 261,464千円 37.5％

財政の状況／企業会計

■企業債(長期借入金)の状況　財務省 1,328万円 ※支出済額は、現金の支出を伴うものを記載

土地 1,418,425ｍ2　　　　建物 135,794ｍ2　　　　基金 70億7,243万3千円

まちの財産
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一部事務組合・広域連合 単位：千円

令和３年度 決算の状況
一般会計決算

歳入合計 249,446
歳出合計 244,859
霊園事業特別会計決算
歳入合計 114,591
歳出合計 113,070

知北平和
公園組合
問い合わせ 48-5511

各市町負担額
東浦町 52,236
東海市 116,557
大府市 94,843

令和４年度 財政の状況（9月30日現在）
一般会計

歳入合計 163,506
歳出合計 46,534
霊園事業特別会計

歳入合計 65,389
歳出合計 33,991

財産の状況
土　地 145,742.05㎡
建　物 2,413.48㎡
基　金 1,743,671

令和３年度 決算の状況
一般会計決算

歳入合計 2,748,778
歳出合計 2,715,973
消防指令センター特別会計
歳入合計 364,349
歳出合計 355,671

知多中部
広域事務組合
問い合わせ 0569-21-1490

各市町負担額
東浦町 521,204
半田市 1,097,830
阿久比町 348,686
武豊町 509,906

令和４年度 財政の状況（9月30日現在）
一般会計

歳入合計 1,327,884
歳出合計 1,117,158
消防指令センター特別会計
歳入合計 120,708
歳出合計 57,677
地方債の現在高

消防債 547,652
斎場債 0

消防指令セン
ター整備事業費 301,966

財産の状況
土　地 7,912.00㎡
建　物 9,287.07㎡
基　金 246,209,000

令和３年度 決算の状況
一般会計決算

歳入合計 3,882,727
歳出合計 3,860,783
介護保険事業特別会計決算
歳入合計 24,288,519
歳出合計 23,551,288

知多北部
広域連合
問い合わせ 052-689-1651

各市町負担額
東浦町 605,425
東海市 1,066,851
大府市 885,322
知多市 946,825

令和４年度 財政の状況（9月30日現在）
一般会計

歳入合計 2,382,353
歳出合計 2,219,594
介護保険事業特別会計
歳入合計 12,473,267
歳出合計 10,273,274

財産の状況
基　金 2,212,101

令和３年度 決算の状況
一般会計決算

歳入合計 2,298,163
歳出合計 2,210,148

東部知多
衛生組合
問い合わせ 46-8855

各市町負担額
東浦町 316,200
大府市 585,703
豊明市 403,540
阿久比町 191,018
令和４年度 財政の状況（9月30日現在）

一般会計
歳入合計 1,348,518
歳出合計 1,115,377

財産の状況
土　地 76,313.12㎡
建　物 20,927.04㎡

組合債の現在高
目　的 現在高
最終処分場
建設事業債 464,594
ごみ処理施設
建設事業債 9,305,396
余熱利用施設
整備事業債 690,445
ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進
施設建設事業債 702,800
合　計 11,163,235

●と　き　12月25日（日）　午後１時30分～４時（予定）
●ところ　勤労福祉会館
●定　員　70名（先着順）
●内　容
▶第１部　講演　午後１時45分～（予定）
　　　　　「立地適正化計画で東浦町はどうなるか」
　　　　　講師 名古屋工業大学 大学院
　　　　　　　 工学研究科 教授　秀島　栄三氏
▶第２部　説明会　午後３時～（予定）
　　　　　「東浦町立地適正化計画案の説明」
　　　　　都市計画課職員
●申込み　12月21日（水）までに氏名・住所・電話番
号を電話、ＦＡＸ、メールまたはあいち電子申請・届
出システムで問い合わせ先へ
●問い合わせ
　都市計画課　内線 332　 84-6422
　 toshikeikaku@town.aichi-higashiura.lg.jp

　全国的な人口減少・少子高齢化を背景に、町でも
コンパクトなまちづくりを進めていく必要がある
ため「東浦町立地適正化計画」の策定を進めていま
す。令和４年度中の策定を目指し、計画案を作成し
ました。計画案の説明と今後のまちづくりに重要
なコンパクトシティの基本方針について講演を行
い、将来の東浦町に必要なまちづくりを考えます。

今後の
人口減少・少子高齢化に備えて、
今後の
人口減少・少子高齢化に備えて、

コンパクトなコンパクトな

まちづくりまちづくり

えませんか？考

コンパクト
な

まちづくり
って？

立地適正化計画
講演会・説明会

秀島　栄三氏
名古屋工業大学大学院工学研究科教授。専門は
土木計画、都市計画、政策科学。1992年京都大
学助手、1996年博士(工学)、1998年名古屋工業
大学講師、2012年から現職。他に愛知県都市計
画審議会会長や町都市計画審議会委員、特定非
営利活動法人レスキューストックヤード理事などを
務める。著書に「土木と景観－風景のためのデザ
インとマネジメント」(学芸出版社、共著)など。

基調講演のみの聴講も可能

定員に空きがある
場合は、当日参加可能

参加費
無料

広報ひがしうら 令和４年12月号23

04.12.01-04まちの家計簿.indd   23 2022/11/18   19:21


